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環境法

「環境問題」は，私たちに身近で，真剣に考えなければいけない大事な問題です。報道でも
たびたび目にしますし，テレビドラマなどでもよく取り上げられています。では，環境法は
いったいどうなっているのでしょう？　実は沢山の法律が集まって環境法を作っています。

本書「法令略語表」と 7頁の図を見てください。見比べていただくと本書のわかりやすさを実感して
いただけるのではないでしょうか。
　本書は全部で 12章です。4章までで考え方の基本や大枠を解説し，5章～ 9章では個別の問題に即
してより具体的に考えます。そして，10章以降はさらに法律の本らしい内容になっていきますが，心
配はいりません。全体としてストーリー仕立てになっていて，初めて環境法を学ぶ方でも抵抗を感じな
いよう書き上げられています。それに「国立のマンション」や「まことちゃんハウス」の写真（著者撮
影）等，問題点をリアルに想像させる仕掛けも満載です。環境法の世界を楽しく旅していただけると思
います。（YF）
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オリジナルの図表，興味深いコラムなど，写真以外の工夫も充実しています。
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の見方です。

　法解釈も法政策も，どちらも世の中をより佳くするためのものであり，とも

に法学の重要な内容なのです。そのうちでも，法政策を駆使して社会の変化に

機動的に対応する時代先端的法分野，それがこれから学ぼうとする環境法なの

です。

「環境法」と「サッカー日本代表」と

　「環境法の正体」について，少し考えてみましょう。たとえば，「サッカー日

本代表」を思い浮かべてください。「サッカー日本代表」なんていう名前の選

手はいませんね。ワールドカップの代表選手枠は 23 人ですが，そのなかに含

まれる個別の選手について，「あの人は日本代表だ」といっているのです。ま

た，代表は，選手ばかりではありません。監督もいればコーチもいます。ト

レーナーだって欠かせない存在です。こうした人たちのすべてが「サッカー日

本代表」です。

　環境法にもいろいろな個別法があります。個別法全体を指揮するような機能

を持っている監督のような法律もあります。基本法という名称がついているも

のがそれです（例：環境基本法，循環基本法，生物多様性基本法）。環境法にも，公

害防止系とか自然保護系とか廃棄

物・リサイクル系とか，いくつかの

分野がありますが，それぞれの分野

において，環境に影響を与える活動

をする人の行動を制御するための法

律があります。フィールドプレイ

ヤーのようなものですね。たとえば，

公害防止系なら水質汚濁防止法，自

然保護系なら自然公園法，廃棄物・

リサイクル系なら廃棄物処理法があ

ります。これらの法律は，授業や実

務においては，とりわけよく参照さ

れるもので，いわば環境法のレギュ

「環境法」はどこにある？

　ここまで「環境法」といってきましたが，実は，「環境法」という名称の法

律はありません。たくさんの法律を総称して「環境法」とよんでいます。冒頭

に「環境の質を維持・回復する法」といいましたが
→1頁
，そのような役割をはたす

のが環境法なのです。
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個別法，並べて束ねて環境法

　ここでは，「個別法の寄せ集め」という特徴に注目しましょう。法律は，社

会における道具の 1つです。必要だからつくられるのですね。憲法や民法や刑

法の場合，「法典」としてドカッと存在しているもののなかにある条文を解釈

して個別事案に対応する。それで十分な場合が多いのも事実です。しかし，社

会における問題解決は，それだけではうまくいきません。憲法や民法や刑法を

適用していたのではうまく処理できないような問題もあるのです。個別環境法

は，そうした状況に対応すべく制定されています。

　このように，環境法は，きわめて問題解決指向的です。実践的といってよい

かもしれません。環境保護にとってちょっと困った行動をしている人の意思決

定を変える。そのための仕組みを，環境法は規定します。どのようにアプロー

チすれば，人の気持ちは変わるのか。環境法の授業では，解釈よりも法政策に

重きをおいた説明がされます。研究にも，そうした傾向があります。図書館の

検索システムで，「環境法＋政策」と「環境法＋解釈」を調べてみてください。

前者の関係文献の量が圧倒的多数であるのに驚くでしょう。

環境法に対する悪口？

　環境法では法政策論が中心になるために，法解釈論を重視してきた伝統的な

法律学からは，「環境法は法ではない」という悪口が聞こえてくることがあり

ます。しかし，それは，自分の安住する法分野しか「法」と考えない狭いもの 環境法を構成する法律群
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